
―
ピ
ぼ
ス
・掛
り
暴
襲

８
■
４
日
（
日
）
日
本
妾
産
党
和
敷
山
計
〔
プ
ロ
ツ
ク
後
ぞ

砕燻
遭
基
翻
聾
藻
％
碑
”ボ
邸
こ

稀
燿
誌
暉勇
”詰
詰
韓
ど智

昨
年
上
回
ろ
／
３
０
人
０
参
加

驚理プ蹴 ,'

奪 燿 虚 ン

山
本
薇
構
会
長
ａ
間
会
告
一菫

に
競
き
、
よ
こ
こ
し、グ
ル
ー
プ

ヮ
募
γ
花
ク
の
率
場
で
心
り
は

情
ま
ソ
チ
し
た
。
踊
ソ
Ｑ
講
智

も
ム
リ
、
伊
て
つ
直
人
さ
ん
ｔ

踊
ソ
意
し
た
。
会
飴
内
で
嗜
森

さ
ん
の
マ
ン
）
ワ
シ
ョ

ー
●
ヒ

バ
ザ
ー
プ
。
３
６
０
臓
の
鯖
ｔ

入
水
亀
３
・５
ぽ
興
ウ
０
ザ
ー

ル
て
幼
嘘
用
プ
‐
化
に
み
で
も

達
が
Λ
ソ
、
ち
び
ｆ
濡

つ
が

み
大
会
か
，
繰
譜
誓
び
方
た
ち

いっ懸げI13き
:::

ガヒう置んさんt峰リハ軸に磯
ノ
〆 そ う

ll

こで あヽ喩
寄くぇ trtん

!′

ち0も こ 籍占つ仲卜 b｀り穴Q

障
営
者
ぬ
幹
出
支
援

＝
　

私
の
所
属
す
Ｓ
暗
害
老
グ

ｆ
ぽ
■
ボ

ー
ル
す
く
い
と
輪
殺

げ
も
。
平

和
に
阻
■
３

げ
矛
‐レ

ｔ
見
た
中
ヤ
生
か
ら
資
間
が
ね

、
た
と
ば
？

）と
で
す
。

Ｌ
一
一一一■
一ザ
■
・一■

Ｌ̈
■
■
１１
難
一一二
一一絆
一事
〓
畔
一■

さ
燃
た
り
選
択
が
な
か
、
た

出

認
鶴
攣
諄疹提
中

率
た
。
些
細
ん
ご
と
だ
が
、
一

薇
げ
警
び
取
っ
た
社
会
参
加
響

の
右
ソ
よ
う
と
い
ん
３
．
　

一

〓ゆ外
出
支
援
けまだ
”
出

く
の
制
鱒
、
制
限
‐
（時
明

静

蹴
挙
０
的
）
が
（
３
．
人
に
榊

ょ
っ
て
景
マ
も
畢
な
る
な
ら
瑠

そのた
に
お
った
文
培
摺
待
い

ら
女
ろ
よ
Ｄヽ
に
改
善
】ぬ
令
地
出

は
大
き
い
。
港
営
６
い
た
い
化
岬

鵡
誅
饂
群
縦
¨

くた
（
の軍夫か
吐妾ネス
螂

＜
３
は
ず
む
。　
　
　
　
　
岬

(そぃ32)

ｒ一
ル
‐
プ
ホ
ｆ
ム
の
メ
ン
バ
ー

中
¨

へ／
‐し人
い
嘲

さ／
ｍ
碑
妙
科
響

一
ネ
て
一
緒
袋

歩
に
出
３
生

鷺
ｆ
伊
始
ま
っ
た
。
人
て
肇
し

＝
た
り
会
議
と
す
３
・）ヒ
グ
ス

ｍ
てまスタピ
こ４一
２囀害

岬埓
」拝
凱
｝

は
プ
ｔ

ｌレ
の
ま
わ
り
で
ハ
措

マ

す
。
暑
さ
に
け
ス
岸
史
で
持
ち

帰
り
用
の
鯖
顎
」塩
減
き
に
し
て

く
久
去
し
た
。
ゴ
警
予
浅
．
ス
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県
軍

婚

に

８
月
喝
日
ハ
月
）
「
ゆ
た
が

で
碓
み
よ
い
和
雛
山
県
ｔ
つ
く

ろ
会
」
（
県
つ
＜
ろ
会
）
は
、

‐―
偶
‐３
６
告
急
ヽ
初
日
投
臀
の

β
知
争
讐
挙
に
和
甲
正
修
こ
ル

（無
瞥
争

日
本
蟹
億
継
せ

ん
Υ
二
確
主
す
５
０
岱
拿
。

卿
中
十）ん
は
％
年
に
野
閤
●

一塾
は
曇
承
許
に
記
職
ｏ
手
在

は
潤
精
面
合
θ
邁
好
塁
Ｚ
層
〕

鼻
み
ふ
長
で
す
。
チ
た
串
雫

ン
ザ
ズ
マ
ンふ
か
子
言
饗
姦
″

愚
長
と
し
て
帽
罐
４
千
万
円
ｔ

Ｏ
県
い
ル象
金
・、．つ
く
り
挙
県
議
の

裏
遊
毎
政
霧
調
査
雪
ダ
出
十
ち

い
露
諄
ど
追
Ｌ
す
３
π
頭
に
立

ち
‐
魂
金
（
（
ダ
蘊
”
ｔ
蘇
じ

一く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
キ
」ま
し
た
。

第
年
よ
り
日
本
国
民
欺
推
会

利
歌
山
暉
本
部
会
長
と
し
て
、

権
力
に
ぉ
３
不
当
あ
騨
Ｆ
ｔ
許

こ
な
い
け
鈴
に
■
２
瞬
．

知
中
キ
た
は
「
い
ま
安
倍
政

権
が
行
つヽ
と
し
て
い
う
こ
て
『

県
民
の
命
て
く
ら
し
に
直
誌
古

ろ
σ
国
に
き
ち
ん
と
し
い
が
吉

え
５
県
凍
ｔ
丼
毎
き
た
じ
一経

に
き大現
し
た
い
」
ヒ
非
萌
ο

緯
郊
達
得
菫
路
千
”
雫
訓
錬

げ
誉
季
カ
プ
レ
イ
ひ
参
加
ｔ

二
Ｍ
３
仁
蠣
皇
政
せ
り
、
宅
玖

ｔ
い
伸
）
Ｃ
Ｒ
ザ
■
一た
ケ
の
ｆ

政
へ
ひ
転
等

許
ル
テ
レ
た
。

責田唐
中森
正 き
t夢
さ
ん

(6毎秒

虜
嘗
壌
豪
市
警
奎
ｃに
っ
い
て

日
本
実
産
党
の
山
下
ょ
じ

を
圭
ａ艶
月
長
は
巧
日
、
日
会

肉
マ
灘
若
会
見
し
‐
上
石
筑

に
よ
３
屁
者
・
絆
ウ
不
零
、

管

輻

漏

ξ

酢
水
た
ｂ
甚
た
た
羅
害
‘
な

っ
て
口
３
広
島
市
の
土
″
警
署

に
対
す
ら
受
ｏ
取
ソ
組
み
に
つ

い
て
報
告
）す
し
た
。

山
下
圭
ｏ記
属
長
は

筆
害
著

生
後
。
た
た
ち
に
労
と
し
て
対

策
本
部
建
設
置
し
二
噛
」いの
場

地
莞
組
９
ム
難零
ｔ
敢
ソ
会
い

た
が
ら
諸
ジ
恥
暉
憂
た
う
マ
し、

３
と
議
調
し
ま
し
た
。
て
し
て
，

①
れ
榮
者
の
暮
電
ｔ
把
握
じ
・

マ
∩
実
現
①
た
め
に
嬌
政
に
港

極
的
に
堤
安
ｔ
行
う
。
②
ボ

ラ
ン
丁

ア
乞
細
勘
）

牢

全
に
響
穐
し
傷
ぜ
う
現
地
①

支
揺
に
δ
た
３
・
○
√
冨

等
象
霞
瑾
ｏ■
群
馨
酢
ｏ

取
り
組
キ
ｔ
全
団
て
お
こ
ほ

つヽ
。
④

主
蜜
曇

〓
准
ソ
返

ｔ
侮

い
た
め
に
何
だ
峰
■
か

ｏ
検
討
ど
報
起
―
こ
の
４

つ

の
Ｓ
魯
８
強
い
て
い
〓
と
式

べ
ま

し

存
Ｆ
。

い
古

へ
の
米
軍
新
暮
地
這

設
で
｛す
。
政
府
は
鰺
邑
か
ら
海

廃
・ボ
ｊ
り
／ヽゲ
（
抽
削
蒸
番

の
閉
皓
ｔ
強
行
し
ま
し
た
▼
募

糧纂
解

説

孫

臨
踊
霧
ご
懸
蝋

鍔
世霙
許
舞

礫部
〓孫
雲
巽

ｒ
駆
鮮
緬
岬孵
“

け町
醜
〓
鈷」纂
細

議
塾
錘
糧

羮
謬
謀
鐸
碑

が
にい乳
ズ
対

韓
羮
餡
奨

し
た
。
そ
の
甲
で
強
麹
し
て
”

３
０
は
、
「
ほ
と
ん
ど
の
理
島

は
新
雰
常
蔓
譜
に
▼
錆
し
て
い

る
Ｌ
と
し
ヽ
、
２
と
で
す
工
馨
宙

士
合は
論
（■
寺
．
ウ
慮
政
権
は

税響
昴
主
導み
に白
嗜

「前
倒

①
は
い
圧
カ
ヒ
誘
導
」を
行
く

し
て
い
る
。
し
か
し
，
准
民
の

航
経
好
動
に
っ
口某
薄
政
府
付

七口駐
的
な
封
応
〓
取
ス
が
、
‐ヽ

月
い沖
縄
像
踵
暑
選
で
願
灯
系

０
政
】お象
ｔ
利
す
３
一）
‘
に
つ

な
伊
り
か
か
ち
い
」
し
▼
「
升

糠
耀
籍
聾

う
指
摘
守
３
の
は
米
経
着
齢
ウ

オ
ヽ

膨

・
ズ
ト
ツ
ー
ト

・
プ
ヤ

ー
ナ
ル
（
η
日
君
電
子
厳
）
で

す
，
オ
ド
Ｆ
修
怖
塾
い
ろ
ア

ン
２
菫
機
の
撃
事
劣
鰺
も
「卦

縄
の
六
々
の
子
ダ
に
よ
っ
て
ヽ

ヽ
■
ず
く
〓
と
に
ち
３
伊
も
し

ス
梅
い
」
。
強
確
幼
け
子
ウ
ぢ

か
６
は
・
騎
さ
も
一遊
‐十
て
卜
ん

専

。

鉾
飽


